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2013年5月24日

システム開発部 ソリューションシステムグループ

蓑島秀明

派生開発カンファレンス2013
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■自己紹介

蓑島蓑島蓑島蓑島 秀明（みのしま秀明（みのしま秀明（みのしま秀明（みのしま ひであき）ひであき）ひであき）ひであき）

テクニカルジャパン株式会社

システム開発部 ソリューションシステムグループ所属。

平塚事業所にて受託開発案件を主に従事。

■XDDPとの出会い
２０１１年４月：派生開発プロセス（XDDP）の存在を知る。

２０１１年８月：派生開発推進協議会（AFFORDD）の正会員となる。

２０１２年～：派生開発プロジェクトへXDDPの適用を推進する活動を社内で実施中。
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■背景

見積は適切に実施されているの？見積は適切に実施されているの？見積は適切に実施されているの？見積は適切に実施されているの？見積は適切に実施されているの？見積は適切に実施されているの？見積は適切に実施されているの？見積は適切に実施されているの？

受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ
り、当初の見積工数を超過するり、当初の見積工数を超過するり、当初の見積工数を超過するり、当初の見積工数を超過する 。

受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ受注できた案件についても下位工程で仕様漏れが発覚するケースがあ
り、当初の見積工数を超過するり、当初の見積工数を超過するり、当初の見積工数を超過するり、当初の見積工数を超過する 。

何故こんなに掛かるの？何故こんなに掛かるの？何故こんなに掛かるの？何故こんなに掛かるの？何故こんなに掛かるの？何故こんなに掛かるの？何故こんなに掛かるの？何故こんなに掛かるの？

顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、
顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。

顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、顧客からの引合案件について開発工数の見積を行うも、
顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。顧客の想定した見積（予算）と折り合いが付かず失注する。
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■要因分析

見積と実績が乖離する要因見積と実績が乖離する要因見積と実績が乖離する要因見積と実績が乖離する要因 要因に対する課題要因に対する課題要因に対する課題要因に対する課題 課題に対する対策課題に対する対策課題に対する対策課題に対する対策

要求から変更仕様を如何に

漏れなく抽出できるか。

要求から変更仕様を如何に

漏れなく抽出できるか。

定量的に見積ることができるか。
（見積の数値化）

定量的に見積ることができるか。
（見積の数値化）

モジュール（タスク）の
分割・構成を適切に行えるか。

モジュール（タスク）の
分割・構成を適切に行えるか。

設計以降の下位工程で
仕様漏れが発覚する。

設計以降の下位工程で
仕様漏れが発覚する。

設計段階で顧客要求から

変更箇所が十分に抽出できていない。

見積の再提出を余儀なくされる。

顧客に対して開発工数・規模の
導出根拠が説明できない。

顧客に対して開発工数・規模の
導出根拠が説明できない。

見積る人によって精度がバラつく。

見積の再提出を余儀なくされる。

予定（見積）通りに
作業が終わらない。

予定（見積）通りに
作業が終わらない。

下位工程でモジュール（タスク）の

追加・変更を余儀なくされる。

インフォーマル（隠れた）
な要求、仕様に気付かない。

インフォーマル（隠れた）
な要求、仕様に気付かない。

見積の大半が“経験則”
によるもの 。

見積の大半が“経験則”
によるもの 。

考え漏れ、検討不足に基づ
く設計の手戻り 。

考え漏れ、検討不足に基づ
く設計の手戻り 。

USDMUSDMUSDMUSDMを適用を適用を適用を適用USDMUSDMUSDMUSDMを適用を適用を適用を適用

USDMを用いて要求要求要求要求と仕様をと仕様をと仕様をと仕様を

階層構造で表現階層構造で表現階層構造で表現階層構造で表現する。

LOCLOCLOCLOCより算出より算出より算出より算出LOCLOCLOCLOCより算出より算出より算出より算出

以下に示す自社自社自社自社指標値が指標値が指標値が指標値がLOCLOCLOCLOCベースベースベースベース 。
・試験密度（単体、結合、総合）
・バグ密度（バグ率）

PFDPFDPFDPFDを適用を適用を適用を適用PFDPFDPFDPFDを適用を適用を適用を適用

処理の振る舞いを図で整理する図で整理する図で整理する図で整理する。
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抽出抽出抽出抽出できるか？

要求から変更仕様を如何に
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■変更要求仕様書（TM）をカスタマイズする

①①

②②

②②

変更点は２つ
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①【課題管理表（Q&A票）欄を追加】
（１）不明点を無くし、仕様を明確にする。
（２）後工程である設計作業の効率化。

※顧客要求に明記されていない決定仕様を見つけ易くする。

①【課題管理表（Q&A票）欄を追加】
（１）不明点を無くし、仕様を明確にする。
（２）後工程である設計作業の効率化。

※顧客要求に明記されていない決定仕様を見つけ易くする。

課題管理表（Q&A票）

対
応
付
け

■変更要求仕様書（TM）をカスタマイズする
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②【LOC記入欄記入欄記入欄記入欄（見積、実績）を追加】
（１）プロジェクト完了時、見積と実績値の差分を分析する。

②【LOC記入欄記入欄記入欄記入欄（見積、実績）を追加】
（１）プロジェクト完了時、見積と実績値の差分を分析する。

②【LOC合計合計合計合計欄欄欄欄（見積、実績）を追加】
（１）プロジェクト完了時、見積と実績値の差分を分析する。

②【LOC合計合計合計合計欄欄欄欄（見積、実績）を追加】
（１）プロジェクト完了時、見積と実績値の差分を分析する。

■変更要求仕様書（TM）をカスタマイズする
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適切適切適切適切に行えるか？

モジュールの分割・構成を
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■モジュール（タスク）の分割・構成を考える

既存モジュール（タスク）を列挙する。
既存モジュール（タスク）を列挙する。 機能（要求）仕様書から機能を抽出する。

機能（要求）仕様書から機能を抽出する。

作成したPFDから類似プロセスを纏める。
作成したPFDから類似プロセスを纏める。

この部分
この部分

機能（業務フロー）毎にPFDを作成する。
機能（業務フロー）毎にPFDを作成する。

プレゼンテーション層
プレゼンテーション層

アプリケーション層
アプリケーション層

データ（データベース）層
データ（データベース）層

三層アーキテクチャ三層アーキテクチャ三層アーキテクチャ三層アーキテクチャ

機能変更（既存部分）機能変更（既存部分）機能変更（既存部分）機能変更（既存部分） 新規開発新規開発新規開発新規開発 or 機能追加（追加部分）機能追加（追加部分）機能追加（追加部分）機能追加（追加部分）

正規化したプロセスを列挙する。
正規化したプロセスを列挙する。

プロセ
スの正

規化

プロセ
スの正

規化

プロセ
スの正

規化

プロセ
スの正

規化
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■PFDを適用した訳・・・

インプット・アウトプットの成果物を明確化する成果物を明確化する成果物を明確化する成果物を明確化することで、
プロセスがどの成果物に依存しているか把握プロセスがどの成果物に依存しているか把握プロセスがどの成果物に依存しているか把握プロセスがどの成果物に依存しているか把握できる。

業務フローなど処理処理処理処理（業務）の流れを分析するツール（業務）の流れを分析するツール（業務）の流れを分析するツール（業務）の流れを分析するツールなら他にもある。

フローチャートフローチャートフローチャートフローチャート、、、、アクティビティ図アクティビティ図アクティビティ図アクティビティ図、、、、DFDDFDDFDDFDなど

XDDPにおいて変更3点セットと同様に必要不可欠なツール必要不可欠なツール必要不可欠なツール必要不可欠なツール。
ならば、見積から開発に至るまで１つ（のツール）で熟したい１つ（のツール）で熟したい１つ（のツール）で熟したい１つ（のツール）で熟したい。

１．プロセスに依存する成果物が把握しやすい。１．プロセスに依存する成果物が把握しやすい。

２．見積から開発に至るまでツールの多種化を避けたい。２．見積から開発に至るまでツールの多種化を避けたい。

■PFDを適用したかったかったかったかった訳・・・
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適用適用適用適用したか？

USDMとPFDをどのように
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■変更要求仕様書を作成する

顧客の要求に対する変更仕様をUSDMUSDMUSDMUSDMで記述で記述で記述で記述する。
（１）変更仕様を細分化し検討範囲を狭めることで、“経験則経験則経験則経験則“に頼る部分に頼る部分に頼る部分に頼る部分（単位）（単位）（単位）（単位）をををを小さく小さく小さく小さくするするするする。

（２）このとき生じた不明点不明点不明点不明点（質問事項）（質問事項）（質問事項）（質問事項）を課題管理表（を課題管理表（を課題管理表（を課題管理表（Q&A票）に起票票）に起票票）に起票票）に起票し顧客へ確認する。

顧客の要求に対する変更仕様をUSDMUSDMUSDMUSDMで記述で記述で記述で記述する。
（１）変更仕様を細分化し検討範囲を狭めることで、“経験則経験則経験則経験則“に頼る部分に頼る部分に頼る部分に頼る部分（単位）（単位）（単位）（単位）をををを小さく小さく小さく小さくするするするする。

（２）このとき生じた不明点不明点不明点不明点（質問事項）（質問事項）（質問事項）（質問事項）を課題管理表（を課題管理表（を課題管理表（を課題管理表（Q&A票）に起票票）に起票票）に起票票）に起票し顧客へ確認する。

課題管理表（Q&A票）

課題管理表No.を「課題管理表」欄に記入「課題管理表」欄に記入「課題管理表」欄に記入「課題管理表」欄に記入する。
課題管理表No.を「課題管理表」欄に記入「課題管理表」欄に記入「課題管理表」欄に記入「課題管理表」欄に記入する。
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■モジュール分割・構成（機能抽出）

機能仕様書
または
要求仕様書

機能仕様書
または
要求仕様書

機能

機能 機能 機能

機能 機能 機能 機能 機能

機能（要求）仕様書から機能を抽出する。

章（節）毎に記載されている章（節）毎に記載されている章（節）毎に記載されている章（節）毎に記載されていることが多い。章（節）毎に記載されている章（節）毎に記載されている章（節）毎に記載されている章（節）毎に記載されていることが多い。

文章中の（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出する。文章中の（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出（機能）名称、動詞、処理の概要等から抽出する。

ポイントポイントポイントポイント
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■モジュール分割・構成（機能毎にPFDを作成）

ポイントポイントポイントポイント

以下の情報も抽出しておく。
・画面の・画面の・画面の・画面の入／出力パラメータ数、種類入／出力パラメータ数、種類入／出力パラメータ数、種類入／出力パラメータ数、種類
・データストアの・データストアの・データストアの・データストアの種類種類種類種類（ファイル、（ファイル、（ファイル、（ファイル、DB））））
・データストアの・データストアの・データストアの・データストアの登録データ情報登録データ情報登録データ情報登録データ情報 など。など。など。など。

以下の情報も抽出しておく。
・画面の・画面の・画面の・画面の入／出力パラメータ数、種類入／出力パラメータ数、種類入／出力パラメータ数、種類入／出力パラメータ数、種類
・データストアの・データストアの・データストアの・データストアの種類種類種類種類（ファイル、（ファイル、（ファイル、（ファイル、DB））））
・データストアの・データストアの・データストアの・データストアの登録データ情報登録データ情報登録データ情報登録データ情報 など。など。など。など。

監視映像

映像表示映像登録
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■モジュール分割・構成（三層アーキテクチャ）

プレゼンテーション層
プレゼンテーション層

アプリケーション層
アプリケーション層

データ（データベース）層
データ（データベース）層

三層アーキテクチャ三層アーキテクチャ三層アーキテクチャ三層アーキテクチャ

●三層アーキテクチャとは？
クライアント/サーバー（C/S）型システムのシステム構成形態の一つで、アプリケーションを
3つの機能モジュールに分けて開発する手法。

システム操作するユーザに対してのユーザへのインターフェイスを提供する。
システム操作するユーザに対してのユーザへのインターフェイスを提供する。

プレゼンテーション層から渡されるデータの加工処理（業務処理）を実行する。
プレゼンテーション層から渡されるデータの加工処理（業務処理）を実行する。

データソース（データベース、ファイル）やサービスとのデータのやり取りを行う。
データソース（データベース、ファイル）やサービスとのデータのやり取りを行う。

導入した理由導入した理由導入した理由導入した理由

クライアント/サーバー（C/S）型のアプリケーション開発案件が多い。
クライアント/サーバー（C/S）型のアプリケーション開発案件が多い。

アプリケーションを機能的に3モジュールに分けることで，変更がシステム全体に及ぶことがない。
アプリケーションを機能的に3モジュールに分けることで，変更がシステム全体に及ぶことがない。
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■モジュール分割・構成（三層アーキテクチャの概念導入）

P1
データを入力し
登録ボタンを押す

P5
エラーメッセージを
画面に表示する

P4
エラーコードから
該当メッセージを

取得する

P2
入力データを
チェックする

P3
画像データを
データベースに
登録する

【例１】PFD：監視カメラの映像をデータベースに登録する。

データベース

カメラNo.

撮影日

モニタ映像

登録

監視カメラ操作画面

指定日の映像がありません。

カメラNo.
撮影日

画像データ

入力情報

エラーコード

登録エラー

登録

入力エラー

メッセージ

プレゼンテーション層
プレゼンテーション層

アプリケーション層
アプリケーション層

データ（データベース）層
データ（データベース）層
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■モジュール分割・構成（三層アーキテクチャの概念導入）

P1
データを入力し
表示ボタンを押す

P5
エラーメッセージを
画面に表示する

P4
エラーコードから
該当メッセージを

取得する

P2
入力データを
チェックする

P3
データベースから
画像データを
取得する

【例２】PFD：過去の監視カメラ映像を表示する。

データベース

カメラNo.

撮影日

モニタ映像

表示

監視カメラ履歴画面

指定日に映像がありません。

カメラNo.
撮影日

画像データ

入力情報

エラーコード

検索／取得エラー

検索／取得

入力エラー

メッセージ

プレゼンテーション層
プレゼンテーション層

アプリケーション層
アプリケーション層

データ（データベース）層
データ（データベース）層

P6
取得した画像を
画面に表示する

取得
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■モジュール分割・構成（プロセスを正規化する）

ポイントポイントポイントポイント

３層に分ける３層に分ける

各層の中で類似するプロセスを見つける各層の中で類似するプロセスを見つける

類似するプロセスを纏める類似するプロセスを纏める

画面やパラメータに画面やパラメータに画面やパラメータに画面やパラメータに依存する部分が強い依存する部分が強い依存する部分が強い依存する部分が強い場合は敢えて場合は敢えて場合は敢えて場合は敢えて
別々にする別々にする別々にする別々にする。。。。

画面やパラメータに画面やパラメータに画面やパラメータに画面やパラメータに依存する部分が強い依存する部分が強い依存する部分が強い依存する部分が強い場合は敢えて場合は敢えて場合は敢えて場合は敢えて
別々にする別々にする別々にする別々にする。。。。
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■モジュール分割・構成（正規化後のプロセス）

【例２】PFD：過去の監視カメラ映像を表示する。
検索／取得エラー

検索／取得

入力エラー

取得

登録エラー

登録

入力エラー

【例１】PFD：監視カメラの映像をデータベースに登録する。

カメラNo.

撮影日

モニタ映像

表示

監視カメラ履歴画面

カメラNo.

撮影日

モニタ映像

登録

監視カメラ操作画面

P10
データを入力し
登録ボタンを押す

カメラNo.
撮影日

画像データ

入力情報

P30
画像データを
データベースに
登録する

P31
データベースから
画像データを
取得する

データベース

P11
データを入力し
表示ボタンを押す

カメラNo.
撮影日

入力情報

エラーコード

メッセージ

P6
取得した画像を
画面に表示する

画像データ

P21
入力データを
チェックする

P5
エラーメッセージを
画面に表示する

P20
入力データを
チェックする

P4
エラーコードから
該当メッセージを

取得する

正規化したプロセス正規化したプロセス正規化したプロセス正規化したプロセス

各プロセスの持つ機能（処理）が異なるため、１つのプロ
セスとして纏めず、モジュール（データベースアクセス処モジュール（データベースアクセス処モジュール（データベースアクセス処モジュール（データベースアクセス処
理）という位置づけにした。理）という位置づけにした。理）という位置づけにした。理）という位置づけにした。

各プロセスの持つ機能（処理）が異なるため、１つのプロ
セスとして纏めず、モジュール（データベースアクセス処モジュール（データベースアクセス処モジュール（データベースアクセス処モジュール（データベースアクセス処
理）という位置づけにした。理）という位置づけにした。理）という位置づけにした。理）という位置づけにした。
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■LOCを記入する

変更仕様に対して影響するモジュール（タスク）

の修正LOCを「見積LOC」欄に記入する。

変更仕様に対して影響するモジュール（タスク）

の修正LOCを「見積LOC」欄に記入する。

影響するモジュール（タスク）に○（出来れば
ソースファイル名[関数名]）を記入する。

影響するモジュール（タスク）に○（出来れば
ソースファイル名[関数名]）を記入する。



All Rights Reserved, Copyright©TechnicalJapan Co.,Ltd. 2013

22

でででで、、、、やってみた・・・やってみた・・・やってみた・・・やってみた・・・
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■対策による効果

対策対策対策対策

抽出した変更仕様に対する抽出した変更仕様に対する抽出した変更仕様に対する抽出した変更仕様に対する
指摘漏れ件数の割合指摘漏れ件数の割合指摘漏れ件数の割合指摘漏れ件数の割合

効果効果効果効果

抽出した変更仕様に対する顧客からの
指摘や抽出漏れが減少。

抽出した変更仕様に対する顧客からの
指摘や抽出漏れが減少。

USDMを用いて検討範囲を狭くする
ことで、経験則に頼る部分が減少。

USDMを用いて検討範囲を狭くする
ことで、経験則に頼る部分が減少。

抽抽抽抽顧客と見積合意に至るまでに顧客と見積合意に至るまでに顧客と見積合意に至るまでに顧客と見積合意に至るまでに
要した再見積の回数要した再見積の回数要した再見積の回数要した再見積の回数

実施前後：１０％ → ほぼ０％ほぼ０％ほぼ０％ほぼ０％
実施前後：１０％ → ほぼ０％ほぼ０％ほぼ０％ほぼ０％

実施前後：２～３回 → ０～１回０～１回０～１回０～１回
実施前後：２～３回 → ０～１回０～１回０～１回０～１回

機能のイメージが捉えやすくなり、
人に依存していた見積のバラつきが減少。

機能のイメージが捉えやすくなり、
人に依存していた見積のバラつきが減少。

既存のプロセスへ新規プロセスを正規化
する場合、既存プロセスの理解が必要。

既存のプロセスへ新規プロセスを正規化
する場合、既存プロセスの理解が必要。

新規開発新規開発新規開発新規開発に対してメリットありに対してメリットありに対してメリットありに対してメリットあり
新規開発新規開発新規開発新規開発に対してメリットありに対してメリットありに対してメリットありに対してメリットあり

新規開発では、全体の業務フローから
プロセスの正規化を実施しやすい。

新規開発では、全体の業務フローから
プロセスの正規化を実施しやすい。

USDMUSDMUSDMUSDMを適用を適用を適用を適用USDMUSDMUSDMUSDMを適用を適用を適用を適用

PFDPFDPFDPFDを適用を適用を適用を適用PFDPFDPFDPFDを適用を適用を適用を適用
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■成果

見積工数に対する実績工数比見積工数に対する実績工数比見積工数に対する実績工数比見積工数に対する実績工数比

見積もり精度が実施前に比べ１５％向上１５％向上１５％向上１５％向上した。見積もり精度が実施前に比べ１５％向上１５％向上１５％向上１５％向上した。

その他メリットその他メリットその他メリットその他メリット

実施前：１１０％～１２０％
実施前：１１０％～１２０％

見積と実績のLOCを示すことで、次回見積時のフィードバックが可能次回見積時のフィードバックが可能次回見積時のフィードバックが可能次回見積時のフィードバックが可能。
見積と実績のLOCを示すことで、次回見積時のフィードバックが可能次回見積時のフィードバックが可能次回見積時のフィードバックが可能次回見積時のフィードバックが可能。

実施後：９５％～１０５％９５％～１０５％９５％～１０５％９５％～１０５％
実施後：９５％～１０５％９５％～１０５％９５％～１０５％９５％～１０５％

見積時に作成した変更要求仕様書が、設計工程にそのまま利用できるそのまま利用できるそのまま利用できるそのまま利用できる。
見積時に作成した変更要求仕様書が、設計工程にそのまま利用できるそのまま利用できるそのまま利用できるそのまま利用できる。

設計作業に要する期間の短縮期間の短縮期間の短縮期間の短縮 。設計作業に要する期間の短縮期間の短縮期間の短縮期間の短縮 。
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。

システム開発部 ソリューションシステムグループ

蓑島秀明

2013年5月24日


